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１．はじめに

国勢調査（２０００年、２００５年、２０１０年、２０１５年、２０２０年）、就業構造基本調査（２００７年、

２０２２年）の結果を用い、可能な範囲で主要都市の芸術家人口の推移や所得分布を追った。

以下では京都市に在住する「美術家」「音楽家」の数や所得の増減を他都市との比較で把

握したい。

２．わが国の芸術家人口

国勢調査の職業小分類において、芸術家人口は表１に示す８種類で捉えられている（外

国人を含む）。数値はわが国全体の推移を示すものである。２０１０年代中ごろに減少してい

るものが多いが、勝浦（２０２３）は「デザイナー」を除く人々を芸術家と定義して合算し、

その人口が２０００年をピークに減少した後、２０１５年から再び増加しているとする。前者につ

いてはバブル崩壊から続く（リーマンショックを含む）景気低迷の影響とするが、コロナ

禍を経た今後については予測がつかないと述べる。

一方、国勢調査ではわが国の人口５０万人以上の都市について都市ごとの職業小分類別人

口が公表されている。そこで本レポートでは、２０００年以降の種類別の芸術家人口の推移を

表１．わが国の芸術家人口の推移（国勢調査）

１

職業小分類
２０００年 ２００５年 ２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

２００５年以前 ２０１０年以後

文芸家、著述家 著述家 ３３，６００ ２９，２１５ ２４，９３０ ２５，２９０ ３０，１３０

彫刻家、画家、工芸美術家 彫刻家、画家、工芸美術家 ３８，１０３ ３８，７８１ ３１，２００ ３７，８２０ ４７，３２０

デザイナー デザイナー １６１，３９３ １６４，７４１ １７９，５７０ １９３，８３０ ２０１，１００

写真家 写真家、映像撮影者 ６６，４１２ ６４，４４６ ６５，５４０ ６３，９７０ ６９，１７０

音楽家 ２２，６９６ ２５，７４７ ２２，７７０ ２３，１８０ ２６，０８０音楽家（個人に教授するも
のを除く）

５８，０４４ ５８，２７３ ５１，０３０ ５３，９６０ ６２，１６０俳優、舞踊家、演芸家（個
人に教授するものを除く）

舞踊家、俳優、演出家、演
芸家

個人教師（音楽） ９９，０９０ ８９，２７３ ７７，５００ ７０，３３０ ７０，１１０音楽家（個人に教授するも
の）

１７，７２９ ２０，４２５ ２０，１００ ２１，０９０ １９，８１０俳優、舞踊家、演芸家（個
人に教授するもの）

個人教師（舞踊、俳優、演
出、演芸）

計 計 ４９７，０６７ ４９０，９０１ ４７２，６４０ ４８９，４７０ ５２５，８８０



都市ごとに見る。表２は政令指定都市に特別区部（東京２３区）を加えた２１都市とその人口

である（外国人を含む）。特別区部を含む首都圏の大都市は相互に密接な連絡があること

から６都市を併合し、「首都圏都市部」として扱うことにした。

このように設定された１６都市の８種類の芸術家のうち、一例として「著述家」人口の都

市別推移を見たのが表３である。５回の調査結果の都市ごとの平均値に対する指数も算出

し、推移を図１でグラフ化した。首都圏都市部の２０００年データが落ちているのはさいたま

市が未成立でデータが存在しないためで、合併によってあらためて発足する静岡市、新潟

市も同様の事情である。図１において京都市は黄色の太線で表現し、表も同色で着色した

（首都圏都市部は茶色、大阪市は橙色の太線）。

表３、図１からわかるのは、一部の都市の変動が非常に大きいことである。たとえば北

九州市の２００５年の著述家は １４０人であったが、５年後の２０１０年には３０人に減り、２０１５年に

は７０人に戻している。公表されているように職業小分類別の集計は「抽出詳細集計」で行

われており、５０万人以上の市町村の抽出率は ５．１％である。総務省統計局にも確認したと

ころ、集計対象サンプルにおける「著述家」数に抽出率を掛け戻すことから、１人含まれ

るかどうかで約２０人の差となる。このように人口規模の小さな都市では芸術家全体の人数

もその場合の標本数も少なくなるが、仮に標本抽出の方法を単純任意抽出とした場合、標

本誤差は概算で標本数の逆数の平方根に比例する。このためより少ない標本に対しては誤

差が、ひいては標本をもとに推計した変動が大きくなる。よって国勢調査における芸術家

人口の変動は、実際の変化と回答者による判断の揺れ、そして抽出誤差が合成されたもの

として得られる。そこで以後の分析は次の方針で行う。

① 「首都圏都市部」のほか、人口が １４０万人を超える「札幌市」「名古屋市」「京都

市」「大阪市」「神戸市」「福岡市」の計７都市に限定して比較する。

表２．政令指定都市および特別区部（東京２３区）の人口（国勢調査、２０２０年）

２

都道府県 都市 人口 都道府県 都市 人口

北海道 札幌市 １，９７３，３９５ 愛知県 名古屋市 ２，３３２，１７６

宮城県 仙台市 １，０９６，７０４ 京都府 京都市 １，４６３，７２３

埼玉県 さいたま市 １，３２４，０２５ 大阪府 大阪市 ２，７５２，４１２

千葉県 千葉市 ９７４，９５１ 首 堺市 ８２６，１６１

都
特別区部

東京都 ９，７３３，２７６ 圏 兵庫県 神戸市 １，５２５，１５２
（東京２３区）

都

神奈川県 横浜市 ３，７７７，４９１ 市 岡山県 岡山市 ７２４，６９１

部

川崎市 １，５３８，２６２ （＊） 広島県 広島市 １，２００，７５４

相模原市 ７２５，４９３ 福岡県 福岡市 １，６１２，３９２

新潟県 新潟市 ７８９，２７５ 北九州市 ９３９，０２９

静岡県 静岡市 ６９３，３８９ 熊本県 熊本市 ７３８，８６５

浜松市 ７９０，７１８ （＊）人口合計１８，０７３，４９８



表３．「著述家」人口の都市別推移（実数、指数）

図１．「著述家」人口の都市別推移（指数）

② 変動要因の１つは当該都市の人口変化であり、都市間の比較のためにも１５歳以上人

口１０万人あたりの芸術家人口を主な指標とする。また増減傾向を都市間で比較するた

め、５回の集計結果の平均値に対する指数化を行う。

③ 調査年による芸術家人口の変動には、その年に使用された調査票における設問の表

現や芸術家の種類の名称変更が影響している可能性がある。よって②の結果をさらに

全国集計の推移に照らして調整する。

３

2000 2005 2010 2015 2020 2000 2005 2010 2015 2020
札幌市 475 421 370 470 540 455.2 104.3 92.5 81.3 103.3 118.6
仙台市 193 173 70 140 230 161.2 119.7 107.3 43.4 86.8 142.7
首都圏都市部 − 12,829 10,500 9,850 11,680 11214.8 − 114.4 93.6 87.8 104.1
新潟市 − 100 80 110 110 100.0 − 100.0 80.0 110.0 110.0
静岡市 − 52 100 50 50 63.0 − 82.5 158.7 79.4 79.4
浜松市 140 60 60 70 80 82.0 170.7 73.2 73.2 85.4 97.6
名古屋市 496 490 330 360 400 415.2 119.5 118.0 79.5 86.7 96.3
京都市 420 417 350 390 420 399.4 105.2 104.4 87.6 97.6 105.2
大阪市 928 691 750 530 900 759.8 122.1 90.9 98.7 69.8 118.5
堺市 200 60 140 130 130 132.0 151.5 45.5 106.1 98.5 98.5
神⼾市 334 283 290 250 300 291.4 114.6 97.1 99.5 85.8 103.0
岡山市 100 40 60 110 40 70.0 142.9 57.1 85.7 157.1 57.1
広島市 247 160 210 130 160 181.4 136.2 88.2 115.8 71.7 88.2
北九州市 84 140 30 70 80 80.8 104.0 173.3 37.1 86.6 99.0
福岡市 356 386 260 220 360 316.4 112.5 122.0 82.2 69.5 113.8
熊本市 60 60 40 100 70 66.0 90.9 90.9 60.6 151.5 106.1

指数実数
平均値都市

※首都圏都市部=さいたま市・千葉市・特別区部（東京23区）・横浜市・川崎市・相模原市
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図２．主要７都市の芸術家人口（国勢調査、２０２０年）
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図３．主要７都市の１５歳以上人口１０万人あたり芸術家人口（国勢調査、２０２０年）
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以上の加工で真実に到達するとは限らないが、後述のように数字の動きに納得感を認め

うるケースもあり、注意して利用することは可能と考える。なお、対象７都市の２０２０年の

芸術家人口および１５歳以上人口１０万人あたりの芸術家人口を図２、図３に示した。図２の

グラフ右端は最大値（結果的に首都圏都市部の芸術家人口）、図３のそれは ５００．０人固定

である。数値は付表１に示すが、１０万人あたりの芸術家人口も誤差を伴う推定値であり、

変動も順位に及びうるので注意を要する。別の調査年でも順位が安定しているかどうか見

ることも一つの方法であり、首都圏都市部、京都市、大阪市に関して図５でこれを行う。

３．芸術家人口の都市別推移

（１）人口１０万人あたり芸術家人口の推移

表１に示した芸術家の種類別に芸術家人口と１５歳以上人口１０万人（外国人を含む、年齢

不詳を除く）あたりのそれを算出し、後者について５回の調査結果の平均値を算出したう

え、都市ごとに指数化した結果を付表１に収める。その結果をグラフ化したのが図４であ

る（指数の表示範囲は５０．０～ １５０．０）。ここから読み取れるのは次の諸点である（職業小

分類の呼称は２０１０年以降のそれに統一した）。

① おしなべて増加傾向にあるのが「３．デザイナー」である。これはこの時期にＷＥ

Ｂデザインが職として確立し、従事者が増加し、彼らがデザイナーのアイデンティテ

ィを持つようになったことで説明できるだろう。京都市では特に増加していないが、

理由を推測できる材料はない。

② 逆に一貫して減少しているのが「７．個人教師（音楽）」である。これは少子化の

結果として子ども向けピアノ教室などのレッスン需要が減少したためと考えられる。

京都市も同様の傾向である。

③ 「１．著述家」は変動の大きい都市を除いたことで、全体の減少傾向とそれが２０１０

年代前半に底を打った可能性が判明した。新聞・雑誌に代わってＷＥＢ、映像メディ

アの原稿需要が高まった結果と解釈されるが、国勢調査の範囲で証明する方法はなく、

業界団体など他の情報と照合する必要がある。京都市の変動は相対的に小さい。

④ その他の芸術家については一貫した変動は認めがたい。しかし個別には、２０１０年以

降の大阪市で「２．彫刻家、画家、工芸美術家」、京都市で「５．音楽家」の増加が

見られる。前者は国立国際美術館の現在地への移転や北加賀屋クリエイティブ・ビレ

ッジ（ＫＣＶ）の関与が考えられなくないが、不詳である。

図４では増減に着目したが、２０２０年に限定して１５歳以上人口１０万人あたりの「２．美術

家」（以後、「彫刻家、画家、工芸美述家」の総称としてこれを用いる）、「５．音楽家」

人口の散布図を図５に作成した。全１６都市のポジションを記しているが、都市名の付記は

対象７都市のみとした。図３で示したように、京都市の１０万人あたり美術家人口は首都圏

都市部を抜いており、人口比で日本一の美術家密度を誇る。美術家人口そのものは首都圏

都市部の１０分の１以下であるが（付表１「２．」、図２）、コンパクトな地域性と集中度

の高さは京都市独特の特徴である。

６



図４．１０万人あたり芸術家人口（都市別種類別の平均値に対する指数）の推移
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図５．１０万人あたり美術家、音楽家人口の散布図（２０２０年）

図５では首都圏都市部、京都市、大阪市に関して２００５年についても追記したが、京都市

の１０万人あたり美術家人口は当時も１位で、むしろ２００５年以来、２位を維持している音楽

家のさらなる増加が目立つ。なお、首都圏都市部の定義次第で順位は変動する。

永山・勝浦（２０２０）は都道府県単位の（デザイナーを除く）種類別の芸術家人口を用い、

分布状態を集約する変動係数として、就業者１万人当たりの各芸術家人口に関し、「標準

偏差／平均× １００」を算出している。２０００年以降、係数はおおむね減少傾向にあり、著者

らは芸術家の大都市への集中、特に東京圏への一極集中が進行しているとする。

（２）全国集計の推移による調整～美術家、音楽家について～

１５歳以上人口１０万人あたりの芸術家数について、調査５回の平均値に照らした指数をさ

らに２０１０年（対象期間の中央）の種類別芸術家人口を基準に調整した結果が付表２である。

うち、「２．美術家」「５．音楽家」について図６でグラフ化した（２０１０年の指数の平均

値がグラフ中央に来るよう平行移動した）。全体傾向をキャンセルしたことで平坦化する

が、そのことで都市別の推移の特徴を抽出できる。読み取れることは次のとおりである。

① ２０１０年から２０２０年にかけての大阪市の１０万人あたり美術家人口が多少伸びているが

（付表２「２．」の調整済指数で７１．３→８４．４）、過去にはさらに高かった時期もあり、

長期的には横ばいである。２０００年代後半の同市の財政縮小を反映している可能性もあ

るが、より詳細な分析が必要であろう。京都市は２０１０年～２０２０年に減少しているが（

９４．２→６４．６）、全国的な美術家人口の増加の中での天井効果の可能性がある。

８

都市

札幌市 40.5 ④ 21.4
仙台市 31.2 19.3
首都圏都市部 77.5 ② 70.8 ①
新潟市 33.7 11.7
静岡市 28.1 8.3
浜松市 25.1 16.2
名古屋市 31.2 24.0 ⑤
京都市 78.9 ① 42.7 ②
大阪市 40.2 ⑤ 33.4 ③
堺市 28.4 11.4
神⼾市 34.8 15.0
岡山市 37.7 6.6
広島市 24.8 14.9
北九州市 15.2 8.9
福岡市 51.9 ③ 25.6 ④
熊本市 17.7 14.5
首都圏都市部（2005） 76.2 71.7
京都市（2005） 79.7 33.9
大阪市（2005） 34.0 33.5

２．美術家
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図６．１０万人あたり美術家、音楽家人口の推移（２０１０年全国集計を基準にした調整済指数）
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② 一方、２０１０年代の京都市の音楽家の増加は著しく（調整済指数で７９．６→ １１７．３）、

何らかの政策効果とも考えうる。音楽家にもクラシック、ポピュラー、古典芸能など

さまざまな専門性があり、うちどの部分やその年齢層が伸びているかをあらためて調

べる余地がある。必要に応じて専門家の見解も聴取したい。

③ 神戸市に関しては２０００年から２００５年にかけて美術家人口が増加し、その後下降する。

阪神・淡路大震災後の復興が一段落した結果とも解釈されるが、確認にはさらに過去

の国勢調査を含む他の情報との突き合わせを要する。

（３）データの限界

冒頭で述べたように、国勢調査における職業小分類別集計は「抽出詳細集計」で行なわ

れている。総務省統計局がその精度に関してＷＥＢ公表している「抽出詳細集計の抽出方

法および推定値の精度」

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｔａｔ．ｇｏ．ｊｐ／ｄａｔａ／ｋｏｋｕｓｅｉ／２０２０／ｋｅｋｋａ／ｐｄｆ／ｍｅｔｈｏｄ＿ｅｓｔｉｍａｔｅ．ｐｄｆ

によれば、２０２０年国勢調査の京都府の場合、 １，０００人に対する標準誤差率は「 ０．１０１００」

である。文書のインストラクションに従って、表４に見る京都市の美術家人口推定値 ９８０

人にこの率を適用すると、約６８％の確率で ８８１～ １，０７９人（±１シグマ）、約９５％の確率

で ７８２～ １，１７８人（±２シグマ）の範囲内にあることがわかる。音楽家の推定値 ５３０人に

（２０１０年の ３２０人に近い） ３００人の場合の標準誤差率「 ０．１８４４３」を適用すると、それぞ

れ ４３２～ ６２８人、 ３３５～ ７２６人で範囲はかなり広い。

このように都市間、時点間の芸術家人口の相違を国勢調査で把握できるかは微妙である

が、図４で見たように変化の意味性が読み取れることもある。「３．デザイナー」は安定

した動きを示しているが、日本全体で約２０万人の業界である。これに準ずるのが「７．個

人教師（音楽）」「４．写真家、映像撮影者」で、従事者はそれぞれ７万人前後に達する。

この程度の人数になるよう芸術家の種類を統合することも考えられるが、それは芸術家の

活動内容面で無理がある。かろうじて音楽家とその個人教師（「５．」「７．」）、舞踊

家・俳優・演出家・演芸家とその個人教師（「６．」「８．」）は統合可能かもしれない

が、個人教師（音楽）に見いだされた減少傾向を無視することになるだろう。

なお、２０１０年国勢調査における京都市の音楽家 ３２０人に２０２０年の標準誤差率「 ０．１８４４３」

を適用すると±１シグマで ２６１～ ３７９人、±２シグマで ２０２～ ４３８人となった。後者では

２０２０年の ３３５～ ７２６人とかなりの重なりが生じる（重なりが生じない±１シグマは普通は

表４．京都市の美術家、音楽家人口と信頼区間

芸術家 人口 適用した 信頼区間（四捨五入）
調査年 標準誤差

の種類 （人） 率 －２σ －１σ ＋１σ ＋２σ

２０１０年 ９６０ ０．１０１００ ７６６ ８６３ １，０５７ １，１５４
美術家

２０２０年 ９８０ ０．１０１００ ７８２ ８８１ １，０７９ １，１７８

２０１０年 ３２０ ０．１８４４３ ２０２ ２６１ ３７９ ４３８
音楽家

２０２０年 ５３０ ０．１８４４３ ３３５ ４３２ ６２８ ７２６
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用いられない）。信頼区間の重なりは差の有無に関する重要な指標であり、国勢調査に詳

しい統計学の専門家に意見を求めたところ、やはりこの程度では必ずしも増加したと断定

することはできないとのことであった。

４．所得分布の都市間・時点間比較

以上では２０００～２０２０年の５回の国勢調査から芸術家人口の都市別推移を追跡した。京都

市に関しては、特に１５歳以上人口１０万人あたりの「２．美術家」数は２０２０年が７８．９人で、

主要都市では首都圏都市部を抜いて１位であることが特筆される（付表１、図３）。近年

は首都圏都市部の猛追を受けているが、２０００年以降一貫して１位である。「５．音楽家」

に関しては２０２０年は４２．７人で、２００５年以来の２位を維持している。これらは京都市が「芸

術都市」であることの証左である。

次の課題は芸術家の所得である。統計としては政府が５年おきに実施する基幹統計「就

業構造基本調査」が存在するが、職業小分類ベースの都市別集計結果が公表されていない

ため、独立行政法人統計センターに２００７年調査と２０２２年調査のオーダーメード集計を発注

した（比較対象を２００７年にしたのは、さいたま市が発足して「首都圏都市部」の数値が得

られるため）。

就業構造基本調査は層化二段抽出により１５歳以上の約 １０８万人を対象としており（２０２２

年調査の場合）、調査項目の一つが所得である。所得区分ごとの人数を集計しているが、

回答者のプライバシー保護のため、標本数が５人未満の場合は結果が表示されない。この

ため本分析では所得１６区分を５区分に集約した結果を発注したが（あらかじめ統合してお

くことによって非表示を避ける）、さらに８種類の芸術家を統合した「芸術家」を用いる

とともに、対象を首都圏都市部、大阪市、京都市の３都市に限定し、都市間・時点間比較

を試みた。対象は２００７年と２０２２年で、結果を付表３および図７に示す。後者の横軸は所得

区分であるが、都市間の規模の差により実際の人数を比較することは現実的でないため縦

軸を累積％とした。よって右端は３都市とも １００％で、どの所得区分までの累積が上方に

膨れているかが問題になる。２００７年の大阪市については、「 ５００万円以上１０００万円未満」

「１０００万円以上」の層が判明しないため、該当部分を点線とした。付表３に示すように、

２００７年と２０２２年の京都市の「１０００万円以上」層、２０２２年の大阪市の「１０００万円以上」層が

不明であるが、他の所得区分がわかっているため当該都市の芸術家の総数から推定した。

総数には所得区分の「不明」ケースが含まれ、四捨五入の関係で区分の合計が総数と一致

しないこともあるが、首都圏都市部におけるずれは１％程度であることがわかっており、

推定に用いて差し支えないと判断した。以上から観測されるのは次の事項である。

① ２００７年調査における京都市の芸術家所得は １００万円未満が２７．６％、 ２５０万円未満が

５７．８％で（ １００万円未満を含む）、首都圏都市部や大阪市に比べて低所得者の比率が

髙い。 ２５０万円未満は首都圏都市部で３９．６％、大阪市で４１．１％である。

② ２０２２年調査の ２５０万円未満は首都圏都市部３８．５％、大阪市４５．０％で、後者の増加に

対して京都市は５６．２％と微減しており、大阪市との差が若干縮小した。首都圏都市部

との差はほとんど縮小していない。
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図７．主要３都市の芸術家所得の累計（就業構造基本調査）
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ここで２００７年就業構造基本調査の「標本設計及び結果の推定方法」

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｔａｔ．ｇｏ．ｊｐ／ｄａｔａ／ｓｈｕｇｙｏｕ／２００７／５．ｈｔｍｌ

の付表４を用いてデータの限界を検討する。「表４ 推定値の大きさ別標準誤差率（都道

府県及び政令指定都市）」によれば、２００７年調査において東京都区部の年収 ２５０万円未満

の芸術家人口７６，５００人に近い７０，０００人に対する標準誤差率は「Ｏ．０６２６」で、大阪市と京都

市の場合に、 ７，０００人に対応するのがそれぞれ「０．２１１９」「０．１３０２」である。これらを用

いて信頼区間を求め、さらに調査で得られた芸術家人口に対する比率を表５で算出した。

表５．首都圏都市部、大阪市、京都市の ２５０万円未満芸術家人口と信頼区間（２００７年）

表５からわかるのは、首都圏都市部と京都市の±２シグマ（約９５％）の信頼区間がわず

かに重なっていることである（首都圏都市部：３４．７～４４．６％、京都市：４２．７～７２．８％）。

よって、上記①に見た首都圏都市部と京都市の ２５０万円未満層の比率である「３９．６％」と

「５７．８％」の間には必ずしも差があるとは言えない。ただし信頼区間の重なりは小さく、

±１シグマ（約６８％）では重ならない。２０２２年調査でも同様の傾向が出ており、首都圏都

市部と京都市の低所得者率の差は微妙ながらも、存在が十分疑われると言えそうである。

大阪市の低所得者率の京都市との差も同様で、②で述べたその後の接近は有意差を打ち消

す方向であり、やはり変化が生じていることを示唆する。なお、比率の計算において分母

の「芸術家人口」も標本誤差を含むが、「 ２５０万円未満芸術家人口」と比較して人数が多

く、標本誤差が相対的に小さくなることから、分母についてはこれを無視している。より

正確な計算には比率の数値自体の信頼区間を推定する方法をとるが、その場合は標本数の

情報が必要になる。

表６は京都市在住の芸術家について、就業構造基本調査における所得区分別芸術家人口

に基づき、区分の代表値を仮定して所得総額を算出したもので、額は年間 ４００億円程度と

なっている（芸術家人口は国勢調査のそれとかなり異なるが、就業構造基本調査の芸術家

人口とは常に２０％程度異なっており、調査方式の相違を反映するものと思われる）。

新型コロナ蔓延の芸術家への影響については、京都市・京都芸術センター（２０２０）が２０

２０年５月時点で京都府を居住地や制作、活動・発表の場所とする音楽、美術、演劇・舞踊

などの芸術家個人および団体・事業所を対象に緊急調査を行っている。有効回答した個人

１，０１２人の調査時点までの所得損失額の平均は約８８万２千円と推計されているが、これに

国勢調査から得られた京都市在住の芸術家人口 ８，１４０人（付表１から算出）をかけ、同じ

被害が同年さらに１回あったとして、年間損失額は約 １４３億６千万円だったことになる。
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２５０万円 適用した 信頼区間（四捨五入） 芸術家人 ２５０万円未満芸術家人口の比率
都市 未満芸術 標準誤差 口（人）

家人口（人） 率 －２σ －１σ ＋１σ ＋２σ ２００７年 ２０２２年

首都圏 ６６，９２２ ７１，７１１ ８１，２８９ ８６，０７８
７６，５００ ０．０７７８ １９３，１００ ３９．６％ ３８．５％

都市部 （３４．７％） （３７．１％） （４２．１％） （４４．６％）

３，４５７ ４，７２９ ７，２７１ ８，５４３
大阪市 ６，０００ ０．２３２０ １４，６００ ４１．１％ ４５．０％

（２３．７％） （３２．４％） （４９．８％） （５８．５％）

４，９５５ ５，８２８ ７，５７２ ８，４４５
京都市 ６，７００ ０．１５３３ １１，６００ ５７．８％ ５６．２％

（４２．７％） （５０．２％） （６５．３％） （７２．８％）



２０２１年１月調査の結果をまとめた京都市・京都芸術センター（２０２１）は損失額の推定を行

っていないが、その拡大傾向を指摘する。

表６．京都市在住の芸術家の年間所得（就業構造基本調査）

代表値 ２００７年 ２０２２年
所得区分

（仮定） 芸術家人口（人） 小計 芸術家人口（人） 小計

１００万円未満 ５０万円 ３，２００ １６．００億円 ３，４００ １７．００億円

１００万円以上２５０万円未満 １７５万円 ３，５００ ６１．２５億円 ３，９００ ６８．２５億円

２５０万円以上５００万円未満 ３７５万円 ２，７００ １０１．２５億円 ３，９００ １４６．２５億円

５００万円以上１０００万円未満 ７５０万円 ８００ ６０．００億円 １，１００ ８２．５０億円

１０００万円以上 １２５０万円 １，４００ １７５．００億円 ７００ ８７．５０億円

合 計 １１，６００ ４１３．５０億円 １３，０００ ４０１．５０億円

平 均 ３５６．４７万円 ３０８．８５万円

８，８２２ ８，１４０
国勢調査（参考値）

（２００５年） （２０２０年）

これに対して２０２０年度の京都市の文化芸術支援事業を報告する京都市（２０２１）によれば、

地方創生臨時交付金などを原資とする「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う京都市文

化芸術活動緊急奨励金」は３億円、「感染拡大防止と文化芸術活動の両立支援補助金」は

１億円であった。その一部は芸術家の所得になったと思われるが、世帯主に１人１０万円を

給付した特別定額給付金による１０億円程度と合わせて、補填されたのは損失額のごく一部

である。損失は芸術家人口の減少や所得の減少で吸収されたと思われるが、内訳を推測で

きる情報は存在しない。

２０２２年の就業構造基本調査（２０２１年１０月～２０２２年９月の所得を問うている）はコロナ禍

の中で実施され、また世界的なインフレが本格化する以前であるにも関わらず、あまり大

きな減少を示していないことは注目に値する。２０１２年、２０１７年調査と比較したり、「芸術

家」の定義に注意する必要はあるが、コロナ禍の初年度を乗り切ったあとの調査であり、

それまでの行政による損失額の補填が適切であったと考えるのが順当であろう。

なお、代表値の仮定にもとづく２０２２年の京都市在住芸術家の平均所得は３０８．８５万円であ

るが、同じ方法で計算すると首都圏都市部３９９．３４万円、大阪市３０２．１９万円となった。表７

によれば首都圏都市部が２００７年から変化していないのに対し、京都市は大きな低下を示す。

表６では「１０００万円以上」層が「 ５００万円以上１０００万円未満」層にシフトしたようにも見

えるが、抽出率１％程度の標本調査であり、明確なことは言えない。２０２０年の国勢調査に

おける東京都特別区部と京都市の芸術家の種類別平均年齢（抽出詳細集計）は８種類中６

種類で京都市の方が高く、年齢層が低いゆえの低所得とは言えないようである。正確には

年齢分布をチェックする必要があるが、公表されている範囲では不可能となっている。

１４



表７．主要３都市在住芸術家の年間所得（仮定にもとづく算出）

都市 ２００７年 ２０２２年

首都圏都市部 ３９７．３３万円 ３９９．３４万円

大阪市 － ３０２．１９万円

京都市 ３５６．４７万円 ３０８．８５万円

５．「調査票情報」の利用に向けて

本レポートにおける都市間比較、時点間比較は国勢調査や就業構造基本調査が想定する

利用の前提を逸脱しているおそれがあり、断定的な判断は避けなければならない。ただし、

政府は近年、統計調査で収集された個票データを「調査票情報」として学術研究などの二

次利用に供しており、今後はこれを利用していくことも考えられる。
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付表１．主要７都市の芸術家人口推移（実数、指数）
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付表２．主要７都市の芸術家人口推移（２０１０年全国集計を基準にした調整済指数）
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.2

38
,1
03

38
,7
81

31
,2
00

37
,8
20

47
,3
20

91
.3

10
5.
9

70
.1

74
.7

63
.4

京
都
市

10
7.
1

98
.9

94
.2

10
1.
8

98
.0

38
,1
03

38
,7
81

31
,2
00

37
,8
20

47
,3
20

87
.7

79
.6

94
.2

84
.0

64
.6

大
阪
市

10
4.
4

10
8.
7

71
.3

87
.0

12
8.
6

38
,1
03

38
,7
81

31
,2
00

37
,8
20

47
,3
20

85
.5

87
.5

71
.3

71
.8

84
.8

神
⼾
市

76
.7

13
7.
2

73
.3

76
.3

13
6.
4

38
,1
03

38
,7
81

31
,2
00

37
,8
20

47
,3
20

62
.8

11
0.
4

73
.3

63
.0

89
.9

福
岡
市

10
7.
2

10
7.
2

70
.3

84
.6

13
0.
6

38
,1
03

38
,7
81

31
,2
00

37
,8
20

47
,3
20

87
.8

86
.3

70
.3

69
.8

86
.1

札
幌
市

85
.0

95
.4

91
.1

10
6.
1

12
2.
4

16
1,
39
3

16
4,
74
1

17
9,
57
0

19
3,
83
0

20
1,
10
0

94
.6

10
4.
0

91
.1

98
.3

10
9.
3

首
都
圏
都
市
部

−
97
.1

97
.7

98
.7

10
6.
5

16
1,
39
3

16
4,
74
1

17
9,
57
0

19
3,
83
0

20
1,
10
0

−
10
5.
8

97
.7

91
.4

95
.1

名
古
屋
市

94
.0

10
1.
9

96
.4

10
2.
6

10
5.
0

16
1,
39
3

16
4,
74
1

17
9,
57
0

19
3,
83
0

20
1,
10
0

10
4.
6

11
1.
0

96
.4

95
.1

93
.8

京
都
市

10
2.
2

97
.0

10
2.
8

97
.7

10
0.
3

16
1,
39
3

16
4,
74
1

17
9,
57
0

19
3,
83
0

20
1,
10
0

11
3.
7

10
5.
7

10
2.
8

90
.5

89
.6

大
阪
市

94
.5

92
.0

10
2.
3

10
0.
5

11
0.
7

16
1,
39
3

16
4,
74
1

17
9,
57
0

19
3,
83
0

20
1,
10
0

10
5.
2

10
0.
3

10
2.
3

93
.1

98
.9

神
⼾
市

81
.4

10
8.
7

91
.2

11
8.
0

10
0.
7

16
1,
39
3

16
4,
74
1

17
9,
57
0

19
3,
83
0

20
1,
10
0

90
.5

11
8.
5

91
.2

10
9.
3

89
.9

福
岡
市

10
0.
4

88
.9

90
.3

10
2.
7

11
7.
7

16
1,
39
3

16
4,
74
1

17
9,
57
0

19
3,
83
0

20
1,
10
0

11
1.
7

96
.9

90
.3

95
.1

10
5.
1

札
幌
市

10
3.
3

86
.0

11
7.
4

81
.5

11
1.
9

66
,4
12

64
,4
46

65
,5
40

63
,9
70

69
,1
70

10
1.
9

87
.4

11
7.
4

83
.5

10
6.
0

首
都
圏
都
市
部

−
10
4.
4

96
.3

90
.9

10
8.
4

66
,4
12

64
,4
46

65
,5
40

63
,9
70

69
,1
70

−
10
6.
2

96
.3

93
.1

10
2.
8

名
古
屋
市

96
.5

94
.8

11
3.
8

90
.6

10
4.
3

66
,4
12

64
,4
46

65
,5
40

63
,9
70

69
,1
70

95
.3

96
.4

11
3.
8

92
.9

98
.8

京
都
市

10
6.
7

98
.3

95
.4

11
4.
7

85
.0

66
,4
12

64
,4
46

65
,5
40

63
,9
70

69
,1
70

10
5.
3

99
.9

95
.4

11
7.
5

80
.6

大
阪
市

11
3.
2

10
1.
9

91
.4

95
.5

98
.0

66
,4
12

64
,4
46

65
,5
40

63
,9
70

69
,1
70

11
1.
7

10
3.
6

91
.4

97
.8

92
.8

神
⼾
市

96
.0

84
.6

12
3.
0

10
4.
9

91
.5

66
,4
12

64
,4
46

65
,5
40

63
,9
70

69
,1
70

94
.8

86
.0

12
3.
0

10
7.
5

86
.7

福
岡
市

89
.6

85
.2

96
.4

10
0.
1

12
8.
8

66
,4
12

64
,4
46

65
,5
40

63
,9
70

69
,1
70

88
.4

86
.6

96
.4

10
2.
6

12
2.
0

４
．
写
真
家

４
．
写
真
家
，
映
像
撮
影
者

芸
術
家
人
口
（
全
国
）

20
10
年
基
準
で
調
整
し
た

10
万
人
あ
た
り
芸
術
家
人
口
指
数

１
．
文
芸
家
、
著
述
家

１
．
著
述
家

２
．
彫
刻
家
、
画
家
、
工
芸

 
美
術
家

２
．
彫
刻
家
、
画
家
、
工
芸

 
美
術
家

３
．
デ
ザ
イ
ナ
ー

３
．
デ
ザ
イ
ナ
ー

芸
術
家
の
種
類

都
市

10
万
人
あ
た
り
芸
術
家
人
口
指
数

（
Ａ
／
Ｂ
＊
10
00
00
／
Ｃ
＊
10
0）
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20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

札
幌
市

10
9.
4

12
2.
4

75
.4

88
.1

10
4.
7

22
,6
96

25
,7
47

22
,7
70

23
,1
80

26
,0
80

10
9.
8

10
8.
3

75
.4

86
.5

91
.4

首
都
圏
都
市
部

−
10
7.
4

97
.0

89
.4

10
6.
2

22
,6
96

25
,7
47

22
,7
70

23
,1
80

26
,0
80

−
95
.0

97
.0

87
.8

92
.7

名
古
屋
市

10
3.
0

10
8.
8

85
.9

10
4.
7

97
.5

22
,6
96

25
,7
47

22
,7
70

23
,1
80

26
,0
80

10
3.
4

96
.2

85
.9

10
2.
9

85
.1

京
都
市

94
.8

10
6.
7

79
.6

84
.4

13
4.
4

22
,6
96

25
,7
47

22
,7
70

23
,1
80

26
,0
80

95
.1

94
.4

79
.6

83
.0

11
7.
3

大
阪
市

78
.6

12
4.
8

89
.5

82
.5

12
4.
6

22
,6
96

25
,7
47

22
,7
70

23
,1
80

26
,0
80

78
.9

11
0.
4

89
.5

81
.0

10
8.
8

神
⼾
市

94
.1

12
0.
4

79
.2

12
6.
8

79
.5

22
,6
96

25
,7
47

22
,7
70

23
,1
80

26
,0
80

94
.4

10
6.
5

79
.2

12
4.
6

69
.4

福
岡
市

11
9.
6

70
.4

92
.8

11
1.
0

10
6.
2

22
,6
96

25
,7
47

22
,7
70

23
,1
80

26
,0
80

12
0.
0

62
.3

92
.8

10
9.
0

92
.7

札
幌
市

98
.1

97
.5

96
.5

93
.2

11
4.
7

58
,0
44

58
,2
73

51
,0
30

53
,9
60

62
,1
60

86
.3

85
.4

96
.5

88
.2

94
.2

首
都
圏
都
市
部

−
10
5.
2

88
.9

91
.1

11
4.
8

58
,0
44

58
,2
73

51
,0
30

53
,9
60

62
,1
60

−
92
.2

88
.9

86
.1

94
.2

名
古
屋
市

10
6.
6

10
6.
5

89
.4

93
.1

10
4.
3

58
,0
44

58
,2
73

51
,0
30

53
,9
60

62
,1
60

93
.8

93
.3

89
.4

88
.1

85
.7

京
都
市

12
0.
1

10
8.
8

12
2.
8

69
.3

79
.0

58
,0
44

58
,2
73

51
,0
30

53
,9
60

62
,1
60

10
5.
5

95
.3

12
2.
8

65
.6

64
.9

大
阪
市

97
.3

98
.3

10
1.
3

93
.8

10
9.
2

58
,0
44

58
,2
73

51
,0
30

53
,9
60

62
,1
60

85
.6

86
.1

10
1.
3

88
.7

89
.6

神
⼾
市

11
9.
9

12
2.
8

67
.3

10
3.
5

86
.5

58
,0
44

58
,2
73

51
,0
30

53
,9
60

62
,1
60

10
5.
4

10
7.
5

67
.3

97
.9

71
.0

福
岡
市

11
3.
1

90
.6

79
.8

87
.8

12
8.
7

58
,0
44

58
,2
73

51
,0
30

53
,9
60

62
,1
60

99
.4

79
.4

79
.8

83
.0

10
5.
6

札
幌
市

12
2.
2

11
8.
0

10
3.
0

77
.0

79
.8

99
,0
90

89
,2
73

77
,5
00

70
,3
30

70
,1
10

95
.6

10
2.
5

10
3.
0

84
.9

88
.2

首
都
圏
都
市
部

−
11
2.
5

98
.2

88
.7

10
0.
6

99
,0
90

89
,2
73

77
,5
00

70
,3
30

70
,1
10

−
97
.7

98
.2

97
.7

11
1.
2

名
古
屋
市

11
3.
4

98
.7

98
.1

88
.3

10
1.
5

99
,0
90

89
,2
73

77
,5
00

70
,3
30

70
,1
10

88
.7

85
.7

98
.1

97
.3

11
2.
2

京
都
市

11
1.
3

11
3.
3

97
.6

92
.5

85
.3

99
,0
90

89
,2
73

77
,5
00

70
,3
30

70
,1
10

87
.0

98
.4

97
.6

10
1.
9

94
.3

大
阪
市

10
2.
2

11
5.
3

92
.9

10
1.
5

88
.0

99
,0
90

89
,2
73

77
,5
00

70
,3
30

70
,1
10

79
.9

10
0.
1

92
.9

11
1.
9

97
.3

神
⼾
市

12
9.
8

12
3.
6

82
.4

94
.5

69
.7

99
,0
90

89
,2
73

77
,5
00

70
,3
30

70
,1
10

10
1.
5

10
7.
3

82
.4

10
4.
1

77
.1

福
岡
市

11
7.
2

12
0.
8

96
.9

74
.7

90
.4

99
,0
90

89
,2
73

77
,5
00

70
,3
30

70
,1
10

91
.7

10
4.
8

96
.9

82
.3

99
.9

札
幌
市

13
4.
0

12
3.
4

11
2.
1

74
.7

55
.8

17
,7
29

20
,4
25

20
,1
00

21
,0
90

19
,8
10

15
1.
9

12
1.
4

11
2.
1

71
.2

56
.6

首
都
圏
都
市
部

−
11
4.
7

95
.1

95
.3

94
.9

17
,7
29

20
,4
25

20
,1
00

21
,0
90

19
,8
10

−
11
2.
9

95
.1

90
.8

96
.3

名
古
屋
市

85
.3

82
.0

98
.7

13
4.
2

99
.7

17
,7
29

20
,4
25

20
,1
00

21
,0
90

19
,8
10

96
.7

80
.7

98
.7

12
7.
9

10
1.
2

京
都
市

98
.0

10
5.
9

11
2.
6

95
.1

88
.3

17
,7
29

20
,4
25

20
,1
00

21
,0
90

19
,8
10

11
1.
1

10
4.
2

11
2.
6

90
.7

89
.6

大
阪
市

76
.7

93
.2

10
1.
4

11
8.
2

11
0.
6

17
,7
29

20
,4
25

20
,1
00

21
,0
90

19
,8
10

86
.9

91
.7

10
1.
4

11
2.
7

11
2.
2

神
⼾
市

61
.1

11
4.
6

11
1.
9

94
.0

11
8.
3

17
,7
29

20
,4
25

20
,1
00

21
,0
90

19
,8
10

69
.3

11
2.
8

11
1.
9

89
.6

12
0.
1

福
岡
市

87
.3

97
.2

87
.1

88
.9

13
9.
5

17
,7
29

20
,4
25

20
,1
00

21
,0
90

19
,8
10

99
.0

95
.7

87
.1

84
.7

14
1.
5

※
首
都
圏
都
市
部
=さ

い
た
ま
市
・
千
葉
市
・
特
別
区
部
（
東
京
23
区
）
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・
相
模
原
市

    

20
10
年
基
準
で
調
整
し
た

10
万
人
あ
た
り
芸
術
家
人
口
指
数

５
．
音
楽
家
（
個
人
に
教
授

 
す
る
も
の
を
除
く
）

５
．
音
楽
家

６
．
俳
優
、
舞
踊
家
、
演
芸

 
家
（
個
人
に
教
授
す
る
も

 
の
を
除
く
）

６
．
舞
踊
家
、
俳
優
、
演
出

 
家
、
演
芸
家

７
．
音
楽
家
（
個
人
に
教
授

 
す
る
も
の
）

７
．
個
人
教
師
（
音
楽
）

８
．
俳
優
、
舞
踊
家
、
演
芸

 
家
（
個
人
に
教
授
す
る
も

 
の
）

８
．
個
人
教
師
（
舞
踊
、
俳

 
優
、
演
出
、
演
芸
）

芸
術
家
の
種
類

都
市

10
万
人
あ
た
り
芸
術
家
人
口
指
数

（
Ａ
／
Ｂ
＊
10
00
00
／
Ｃ
＊
10
0）

芸
術
家
人
口
（
全
国
）

１９



付表３．主要３都市の芸術家所得の推移（就業構造基本調査）

２
０
０
７
年

単
位
：
人

都
市

所
得
区
分

芸
術
家

１
．

文
芸
家
、

著
述
家

２
．

彫
刻
家
、

画
家
、
工

芸
美
術
家

３
．

デ
ザ
イ

ナ
ー

４
．

写
真
家

５
．

音
楽
家

（
個
人
に

教
授
す
る

も
の
を
除

く
）

６
．

俳
優
、
舞

踊
家
、
演

芸
家
（
個

人
に
教
授

す
る
も
の

を
除
く
）

７
．

音
楽
家

（
個
人
に

教
授
す
る

も
の
）

８
．

俳
優
、
舞

踊
家
、
演

芸
家
（
個

人
に
教
授

す
る
も

の
）

芸
術
家

人
口

(推
定
値
)

芸
術
家

人
口

(累
計
)

芸
術
家

人
口

(累
計
％
)

総
数

19
5,
40
0

18
,9
00

8,
20
0

84
,3
00

20
,8
00

12
,1
00

29
,7
00

15
,2
00

6,
20
0

10
0万

円
未
満

32
,1
00

3,
20
0

4,
10
0

4,
80
0

3,
60
0

3,
60
0

2,
40
0

7,
60
0

2,
80
0

32
,1
00

32
,1
00

16
.6

10
0万

円
以
上
25
0万

円
未
満

44
,4
00

5,
40
0

3,
10
0

16
,5
00

7,
30
0
−

4,
10
0

4,
60
0

2,
10
0

44
,4
00

76
,5
00

39
.6

25
0万

円
以
上
50
0万

円
未
満

67
,2
00

5,
50
0
−

37
,4
00

6,
80
0

3,
00
0

11
,5
00

1,
80
0
−

67
,2
00

14
3,
70
0

74
.4

50
0万

円
以
上
10
00
万
円
未
満

39
,2
00

4,
00
0
−

21
,9
00

2,
00
0

2,
20
0

8,
10
0
−

−
39
,2
00

18
2,
90
0

94
.7

10
00
万
円
以
上

10
,2
00

−
−

3,
40
0
−

−
3,
30
0
−

−
10
,2
00

19
3,
10
0

10
0.
0

総
数

14
,6
00

−
−

6,
90
0
−

−
3,
70
0

2,
20
0
−

10
0万

円
未
満

−−
−

−
−

−
−

2,
10
0
−

2,
10
0

2,
10
0

14
.4

10
0万

円
以
上
25
0万

円
未
満

3,
90
0
−

−
−

−
−

−
1,
70
0
−

3,
90
0

6,
00
0

41
.1

25
0万

円
以
上
50
0万

円
未
満

6,
30
0
−

−
−

−
−

−
3,
90
0
−

6,
30
0

12
,3
00

84
.2

50
0万

円
以
上
10
00
万
円
未
満

−−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

−

10
00
万
円
以
上

−−
−

−
−

−
−

−
−

−
14
,6
00

代
入

10
0.
0

総
数

11
,6
00

60
0

1,
70
0

5,
90
0

1,
20
0
−

−
1,
20
0
−

10
0万

円
未
満

3,
20
0
−

60
0

1,
00
0
−

−
−

70
0
−

3,
20
0

3,
20
0

27
.6

10
0万

円
以
上
25
0万

円
未
満

3,
50
0
−

−
−

−
−

−
1,
90
0
−

3,
50
0

6,
70
0

57
.8

25
0万

円
以
上
50
0万

円
未
満

2,
70
0
−

−
1,
80
0

60
0
−−

−
−

2,
70
0

9,
40
0

81
.0

50
0万

円
以
上
10
00
万
円
未
満

−−
−

−
−

−
−

80
0
−

80
0

10
,2
00

87
.9

10
00
万
円
以
上

−
−

−
−

−
−

−−
−

1,
40
0
補
完

11
,6
00

10
0.
0

首
都
圏
都
市
部

大
阪
市

京
都
市
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２
０
２
２
年

単
位
：
人

都
市

所
得
区
分

芸
術
家

１
．

著
述
家

２
．

彫
刻
家
、

画
家
、
工

芸
美
術
家

３
．

デ
ザ
イ

ナ
ー

４
．

写
真
家
、

映
像
撮
影

者

５
．

音
楽
家

６
．

舞
踊
家
、

俳
優
、
演

出
家
、
演

芸
家

７
．

個
人
教
師

（
音
楽
）

８
．

個
人
教
師

（
舞
踊
、

俳
優
、
演

出
、
演

芸
）

芸
術
家

人
口

(推
定
値
)

芸
術
家

人
口

(累
計
)

芸
術
家

人
口

(累
計
％
)

総
数

22
0,
80
0

13
,8
00

19
,9
00

97
,0
00

17
,1
00

13
,8
00

47
,1
00

7,
30
0

4,
80
0

10
0万

円
未
満

38
,5
00

3,
90
0

4,
00
0

10
,9
00

2,
20
0

5,
30
0

5,
60
0

4,
90
0
−

38
,5
00

38
,5
00

17
.6

10
0万

円
以
上
25
0万

円
未
満

45
,7
00

4,
20
0

5,
90
0

17
,6
00

4,
20
0
−

7,
40
0

1,
90
0

2,
20
0

45
,7
00

84
,2
00

38
.5

25
0万

円
以
上
50
0万

円
未
満

76
,3
00

4,
00
0

7,
00
0

39
,2
00

4,
60
0
−

18
,0
00

−
−

76
,3
00

16
0,
50
0

73
.4

50
0万

円
以
上
10
00
万
円
未
満

47
,9
00

−
−

26
,2
00

5,
50
0

3,
60
0

9,
80
0
−

−
47
,9
00

20
8,
40
0

95
.3

10
00
万
円
以
上

10
,3
00

−−−
−

−
5,
90
0
−

−
10
,3
00

21
8,
70
0

10
0.
0

総
数

16
,0
00

−
−

8,
70
0
−

−
2,
80
0

1,
50
0
−

10
0万

円
未
満

3,
80
0
−−−

−
−

−
−

−
3,
80
0

3,
80
0

23
.8

10
0万

円
以
上
25
0万

円
未
満

−
−

3,
40
0
−−−

−
−

−
3,
40
0

7,
20
0

45
.0

25
0万

円
以
上
50
0万

円
未
満

6,
80
0
−

−
5,
60
0
−−−

−
−

6,
80
0

14
,0
00

87
.5

50
0万

円
以
上
10
00
万
円
未
満

2,
00
0
−−

−
−−

−
−

−
2,
00
0

16
,0
00

10
0.
0

10
00
万
円
以
上

−
−

−
−

−
−

−
−

−
0
補
完

16
,0
00

10
0.
0

総
数

13
,0
00

−
1,
50
0

6,
30
0

1,
90
0

1,
00
0
−

1,
30
0
−

10
0万

円
未
満

3,
40
0
−

−
−

−−
−

1,
50
0
−

3,
40
0

3,
40
0

26
.2

10
0万

円
以
上
25
0万

円
未
満

3,
90
0
−

−
−

2,
10
0
−−−

−
3,
90
0

7,
30
0

56
.2

25
0万

円
以
上
50
0万

円
未
満

3,
90
0
−

−
−

−
−

−
2,
90
0
−

3,
90
0

11
,2
00

86
.2

50
0万

円
以
上
10
00
万
円
未
満

−
−−

−−
−

−
1,
10
0
−

1,
10
0

12
,3
00

94
.6

10
00
万
円
以
上

−−−−
−−−

−
−

70
0
補
完

13
,0
00

10
0.
0

※
首
都
圏
都
市
部
＝
さ
い
た
ま
市
・
千
葉
市
・
特
別
区
部
（
東
京
23
区
）
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・
相
模
原
市

※
「
−
」
は
標
本
数
が
５
人
未
満
で
、
対
象
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に
表
⽰
さ
れ
な
い
こ
と
を
⽰
す
。
右
端
の
芸
術
家
人
口
に
は
総
数
や
所
得
区
分
ご
と
の
人
口
を
⽤
い
た
推
定
値
が
含
ま
れ
て
い
る
。

※
所
得
区
分
ご
と
の
人
口
の
合
計
は
「
不
詳
」
ケ
ー
ス
の
算
入
や
四
捨
五
入
の
関
係
で
一
般
に
「
総
数
」
に
一
致
し
な
い
。
し
か
し
ズ
レ
は
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
が
首
都
圏
都
市
部
で
わ
か
っ
て
お
り
（
所
得
区
分
ご
と
の
人
口
の
合
計
が

総
数
よ
り
20
07
年
は
1.
2％

、
20
22
年
は
1.
0％

少
な
い
）
、
補
完
の
計
算
に
「
総
数
」
欄
を
⽤
い
た
う
え
、
累
計
％
の
算
出
は
所
得
区
分
ご
と
の
人
口
の
合
計
に
対
し
て
行
っ
た
。

京
都
市

首
都
圏
都
市
部

大
阪
市

２１
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